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は じ め に
産卵能力に対して飛躍的な改良育種がなされた採卵鶏においては,産卵能力の増大を目的とした選
抜反応が限界に津しているか・、あるいは漸導しているとされる。それ故に・今後の育種目標は・産卵
数や産卵率だけでな く,卵の構成成分をも含めた卵質を考慮 して設定されるべ きであろう。特に,加



























































































測定した卵形質(卵 重,卵白重,卵 黄重,卵殻重,卵長,卵幅,卵形係数および卵黄 ・卵臼比)
には表型およ「ぴ遺伝的な変異が認められたが,推定し把平均値か ら,基礎集団は比較的卵黄の小き
い小卵を牽む鶏群であると推察 された(表1)、。
表1.基 礎 集 団 に お け る卵 形 質 の 平均 値 と遺 伝 率
司司数=353刃司
卵 形 質(単 位)Mean±SD・) hz+SEb)
壇β=長:(mm)55。33±1.790.50±0.19
均β巾昌ヒ(mm)40,93±1.140,62±0.19










本選抜実験の選抜対象形質とした卵黄 ・卵 白比の遺伝率は分散分析によ る全 ぎよ うだい相関か らの
推定で0.73±0.21と推定 され(表1),選 抜効率の 高い形質であることが示唆 きれた。卵形質相
互間の表型および遺伝 相 関係 数 をみると,卵 重 と他の形 質(卵 黄 ・卵白比と卵形係数 を除 く)と
には,全 般的に,高 い正の相関係数が推定 され左ゐ卵黄 ・卵 白比 と卵黄重間では表型0.40,遺伝












1.卵 長4.卵 白 重7.卵 殻 重
2.卵 幅5.卵 黄 重8.卵 重
3∫ 卵 形係 数6.卵 黄 ・卵 白 比
図2.基 礎 集 団 に おけ る卵 形質 問 の遺 伝 相 関行 列 の パ リマ ッ ク ス分 析










































3.卵 黄 ・卵 白比 に お け る実 現 獲 得 量(対 照 区 か ら の偏 差)の 世 代 に 対 す る推 移













も高 く推定 される傾向にあった。高低選抜区間の差に基づ く実現遺伝率ではSL区 とSS区間での
o.28からLL区とLS区間での0.16が推定された。これら遺伝率推定値か ら,卵黄 ・卵白比に対
する選抜が今後も可能であると推測される。
3.卵 黄重,卵 白重および卵重の 変化 と直接選抜反応との 関係






































































期待 され る選抜反応 選抜反応の 観察された


























































注・/増 加する選諏 応・＼ 減少する選抜反応
高方向への選抜において,平均卵重の小さい集団SL区 ℃はその相互作用が卵黄重で累積となり,
卵白重で相殺となる。逆に,大 きい平均卵重の集団LL区 では卵白重で累積,卵 黄重で相殺となる。
つまり,高方向への選抜は,主に,累積された効果によ り!卵黄 ・卵白比の凄抜反応が顕著に出現
し,低方向への選抜では,相殺する相互作用が卵黄 。卵白比の選抜反応を明瞭に出現 させなかった 、





























































































































卵黄 ・卵白比と卵白質に関連 した形質の間で負の推定値が,卵 黄質に関連 した形質間で正の相関係
数が得られた。過去に報告された推定値と比較 した場合,卵黄重と卵白重間の遺伝相関係数は0,14
から0.04と著 しく低い推定値であった。また,他の相関係数においても,選抜効果がより萌らか












































ものであ る。 したがって,本 研究 は鶏卵 に対す る新 しい選抜育種の方法 を提示す るとともに,家 畜,
家禽の選抜 育種に対 して も有用 な一つの手段を加 えた もの とい うことがで きよ う。
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比率を選抜対象にすることが 遺 伝的な相関関係を灘 させる手段とし硝 頼 あることを示唆した
ものであ り,家畜 ・家禽の育種に対して重要な問題を提起したものといえる・また鶏卵の構成比率を
変更し得ることをは じめて実証したもので実用的な意義も高い。 よって審査貞一同は著者が農学博士
の学位を授与 される充分の資格があると判定する。
一592一
